














































The 56th Annual Meeting of the Japanese Society for Clinical Virology
会長　山田雅夫（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　病原ウイルス学）
Masao Yamada （Department of Virology, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences）
岡山医学会雑誌　第127巻　December 2015, pp. 261ﾝ262 学会報告
　
シンポジウム１「感染研・地衛研の連携：その時その場の使命」
262
に若手研究者層の拡大と充実ぶりを実感しました．
　今年３月我が国からの麻疹排除をWHOが認定し
たことを記念して，特別企画：「祝WHO麻疹排除
（measles elimination）認定」を学会２日目午後一番
に設け，川崎市健康安全研究所 岡部信彦所長に経緯を
振り返ってご講演をお願いし会員一同でお祝いたしま
した．
　新しい切り口のシンポジウムとして「日常診療に直
結するサーベイランス体制をｰ」を，独立行政法人国
立病院機構三重病院 谷口清州先生，川崎医科大学小児
科学 中野貴司教授に企画いただき，好評を博しまし
た．また，特別講演では，同門の公文裕巳名誉教授に，
「固形がんに対する魔法の弾丸“Ad-REIC 遺伝子治療
薬”」をお話しいただき，私は「ヘルペスウイルスの病
態と自然史」について会長講演をいたしました．
　最後になりましたが，この場をお借りして，学会の
開催をご支援いただきました企業の各位，同門の方々
に厚くお礼申し上げます．また学会の企画段階からご
指導・ご支援いただきました小児科学分野の森島名誉
教授，塚原教授に心から感謝申し上げます．
シンポジウム２「日常診療に直結するサーベイランス体制をｰ」
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